


２）考察

被検体は乾燥が著しく(ミイラ化)、昆虫類によるものと思われる食害により筋肉や内臓が損

失しているため、死因の特定は困難である。死亡時期も推定は困難であるが、全身の乾燥

が著しいことから、死後かなり時間が経過していると推察される。

体躯の離断は内部臓器が消失していることや重度の乾燥状態であることから、生前(事故時)
に形成されたものか、死後生じたものかを明らかにすることはできない。しかし左側手根

部に認められた骨折と該当部の骨が赤色を呈していたことから、生活反応の痕跡である可

能性が高いと考える。同日に死体回収されたオジロワシ(13-宗-WTE-1)も保存状態は決して

よくないものの風車衝突の可能性が高く、類似した状況で拾得された本個体も、同様に風

車のブレードと衝突し死亡した可能性が高いと考える。

３）診断

被検体は、風力発電用風車の回転するブレードと接触し、死に至った可能性が高いと診断

する。
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Fig.1 腹側像

Fig.2 背側像
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Fig.3 頭部は重度に乾燥する

Fig.4 体躯の離断面 背側より撮影
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Fig.5 左上腕、翼膜の皮膚の変色、手根部の骨折離断

Fig.6 左手根部における開放骨折
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れる。

２）Ｘ線所見

剖検前に X 線検査を実施した。頭部は複雑に骨折しており、両翼の手根遠位にも複雑骨

折を認める。肋骨は数箇所で折れており、腹腔内臓器の陰影は認めない。

３）剖検所見

胸筋および体腔内臓器は昆虫類の食害により完全に消失し、かろうじて乾燥した胃が残

存する。胃内および体腔内に被検体が採餌したと思われる魚類の骨および甲殻類の一部を

認める。右側の第 1～3 肋骨は複数個所で骨折しており、第 3 および 7 肋骨は椎体寄りの位

置で折れ、離断している。また左側第 1～5 肋骨は胸骨寄りで骨折し、第 6 および第 7 肋骨

は椎体寄りで骨折、離断している。椎骨には骨折を認めない。右側腸骨に単純骨折を認め

る。

４）胆汁鉛濃度の簡易測定

鉛濃度測定を行うための胆汁を採取できなかったため、鉛濃度測定は測定不能であった。

５）考察

被検体は乾燥および虫による食害が著しく、臓器の観察はできなかったものの非常に特

異的な骨格の損傷を認めた。頭部は、上方より強力な外力が加わり扁平様に変形したと考

えられる。また、右翼、肋骨各所および腸骨といった複数個所に見られた骨折は、非常に

重傷で、頭部同様に巨大な外力が加わったことが推察される。

被検体の回収場所が風車基付近であり、複数個所に重度の損傷が認められたことから、

風車のブレードと衝突し死亡した可能性が高い。被検体は昆虫による食害が顕著で生活反

応の判定が困難であるが、頭骨の変形は上方からの外力で形成されたものであり、振り下

ろされるブレードと接触したと推察する。

６）診断

被検体は風車のブレードと衝突し、死亡したと診断する。
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